
Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件
の
早
期
解
決
を
実
現
す
る
キ
ャ
ラ
バ
ン

行
動
が
取
り
組
ま
れ
た
。
東
京
地
本
は
五
月
一
五
日
か
ら
駅

頭
宣
伝
・
省
庁
前
行
動
・
二
三
区
内
オ
ル
グ
行
動
を
展
開
。

六
月
一
四
日
に
は
、
各
地
区
本
部
・
支
部
で
創
意
工
夫
し
た

取
り
組
み
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
報
告
を
掲
載
す
る
。
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地
本
内
一
斉
取
り
組
み

の
一
環
と
し
て
行
い
、
集

会
は
支
部
板
倉
副
委
員
長

の
司
会
挨
拶
に
始
ま
り
、

雨
宮
委
員
長
か
ら
「
こ
の

一
九
年
間
、
各
労
働
委
員

会
命
令
、
自
治
体
決
議
が

出
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
未
だ
に
解
決
し

て
い
な
い
。
早
期
解
決
を
」

と
の
主
催
者
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。

本
部
・
芝
崎
執
行
委
員
は
「
本
部
は
、
全
て
の
解

決
の
た
め
に
大
同
団
結
す
る
意
思
統
一
を
し
て
い

る
。
裁
判
で
絶
対
勝
て
る
と
言
っ
て
い
る
バ
ッ
ジ
事

件
で
、
会
社
は
和
解
の
テ
ー
ブ
ル
に
着
い
た
。
そ
れ

だ
け
正
常
な
労
使
関
係
、
特
定
の
労
組
に
左
右
さ
れ

な
い
会
社
を
求
め
て
い
る
」
と
報
告
。

会
場
に
は
共
闘
の
仲
間
や
退
職
者
の
仲
間
も
多
く

参
加
し
て
い
た
だ
き
激
励
を
受
け
た
。

社
民
党
で
は
、「
Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件
の
早
期
解
決
に

む
け
た
当
事
者
間
の
話
し
合
い
の
開
始
」
に
つ
い
て
、

気
迫
の
こ
も
る
要
請
が
行
わ
れ
、
闘
争
団
か
ら
「
一

〇
四
七
名
が
ま
と
ま
る
こ
と
が
出
来
た
。
年
金
の
回

復
が
共
通
の
要
求
。
努
力
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
切
実
に
訴
え
。
県
連
三
役
か
ら
は
「
解
決
に
向
け

党
も
出
来
う
る
こ
と
を
全
て
や
り
き
る
」
と
力
強
い

表
明
が
な
さ
れ
た
。

一
四
時
か
ら
の
関
東
運
局
要
請
で
は
、
鉄
道
部
・

監
理
課
長
他
三
名
に
応
対
し
て
い
た
だ
い
た
。
席
上

で
は
横
浜
人
活
事
件
や
安
全
問
題
に
も
及
び
、
監
理

課
長
は
「
二
〇
年
た
っ
た
今
も
、
要
請
を
受
け
る
こ

と
を
残
念
に
思
う
」
ま
た
人
活
事
件
に
つ
い
て
「
承

知
を
し
て
い
る
」
と
言
及
さ
れ
、「
申
し
入
れ
が
あ

っ
た
こ
と
を
、
本
省
に
必
ず
伝
え
る
」
と
回
答
を
い

た
だ
い
た
。

（
報
告
　
神
奈
川
地
区
本
部
教
宣
部
）

「
Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件
の

早
期
解
決
を
求
め
る
六
・

一
四
三
多
摩
集
会
」
を
、

国
労
・
共
闘
の
仲
間
約
二

〇
〇
名
の
参
加
で
開
催
し

て
き
た
。

主
催
者
を
代
表
し
地
区

本
部
小
山
委
員
長
か
ら

「
二
〇
年
目
を
迎
え
、
一

日
も
早
い
解
決
に
向
け
、

地
域
の
仲
間
と
共
に
闘
う
」
と
決
意
が
述
べ
ら
れ
た
。

国
労
本
部
・
田
中
副
委
員
長
よ
り
情
勢
報
告
及
び

国
労
の
基
本
的
立
場
と
し
て
、「
政
治
解
決
が
基
本
。

政
治
解
決
の
舞
台
づ
く
り
も
取
り
組
み
を
強
め
て
い

る
。
裁
判
闘
争
は
、
時
効
を
睨
み
つ
つ
準
備
を
整
え
、

定
期
全
国
大
会
で
判
断
す
る
。
年
内
解
決
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
、
協
力
を
お
願
い
し
た

い
」
と
報
告
さ
れ
た
。

続
い
て
三
多
摩
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
・
東
京
交
運

労
協
三
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
・
東
京
地
公
労
三
多
摩
地

協
・
東
京
教
職
員
組
合
三
多
摩
・
八
王
子
勤
労
者
市

民
セ
ン
タ
ー
・
自
治
労
国
分
寺
市
職
労
・
自
治
労
全

競
労
多
摩
川
競
艇
労
組
か
ら
報
告
を
受
け
た
。

音
威
子
府
闘
争
団
・
三
浦
、
佐
賀
闘
争
団
・
西
山

の
両
氏
か
ら
「
全
国
闘
争
団
が
ま
と
ま
っ
て
い
く
こ

と
が
勝
利
に
つ
な
が
る
。
納
得
行
く
解
決
を
す
る
た

め
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
」
と
闘
う
決
意
が
述
べ
ら

れ
全
体
で
確
認
。

集
会
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
た
あ
と
、
八
王
子
支
部

間
の
情
勢
と
全
国
大
会
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ

い
て
報
告
し
た
。

国
労
闘
争
団
か
ら
釧
路
・
黒
谷
、
札
幌
・
牧
田
、

長
崎
・
樫
本
の
三
氏
が
登
壇
、
代
表
し
て
樫
本
氏
が

「
と
に
か
く
解
決
と
い
う
結
論
が
欲
し
い
」
と
切
実

に
訴
え
、
会
場
の
大
き
な
拍
手
を
浴
び
、
韮
沢
委
員

長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
終
了
し
た
。

上
野
支
部
は
、
一
一
時

か
ら
上
野
駅
広
小
路
口
で

宣
伝
行
動
、
そ
の
後
支

部
・
地
区
協
の
役
員
と
上

京
闘
争
団
員
と
の
交
流
会

を
開
催
し
た
。

綾
副
委
員
長
の
司
会
で

始
ま
り
、
同
時
刻
貨
物
総

行
動
に
参
加
し
て
い
る
玉

之
内
委
員
長
に
代
わ
り
松

川
書
記
長
か
ら
、
支
部
の
現
状
を
報
告
し
な
が
ら

「
今
ま
で
交
流
が
少
な
か
っ
た
。
も
っ
と
知
り
合
い
、

そ
し
て
闘
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
た
い
」
と
挨
拶
。

上
京
闘
争
団
か
ら
は
、
八
幡
・
嶋
、
函
館
・
坂
野

両
氏
が
参
加
し
、「
闘
争
団
全
国
連
絡
会
は
殆
ど
一

致
し
た
。
大
き
く
団
結
し
て
い
く
。
解
決
の
流
れ
は

で
き
つ
つ
あ
る
。
よ
う
や
く
先
が
見
え
て
元
気
が
出

て
き
た
」「
解
決
に
向
け
て
、
本
部
委
員
長
の
毅
然

た
る
態
度
が
見
え
た
。
本
部
が
闘
う
姿
勢
を
見
せ
て

い
る
」
と
報
告
を
受
け
、
交
流
へ
と
進
ん
だ
。

地
区
協
役
員
か
ら
は
様
々
な
職
場
の
問
題
点
が
出

さ
れ
、
闘
争
団
員
と
Ｊ
Ｒ
社
員
の
交
流
を
通
じ
、
お

互
い
を
理
解
し
合
い
取
り
組
み
の
強
化
に
向
け
、
共

に
闘
う
こ
と
を
確
認
し
合
っ
た
。

不
採
用
事
件
の
早
期
解

決
を
め
ざ
す
取
り
組
み
の

一
環
と
し
て
、
新
橋
支
部

は
一
四
日
、
海
側
・
山
側

の
二
コ
ー
ス
に
分
け
、
主

要
駅
計
八
箇
所
の
駅
頭
に

お
い
て
宣
伝
行
動
を
行
っ

て
き
た
。

動
員
合
計
八
〇
名
の
組

合
員
が
「
一
〇
四
七
名
の

争
議
解
決
を
求
め
る
六
・
一
六
集
会
」
の
ビ
ラ
を
渡

し
て
訴
え
た
。
北
海
道
・
九
州
・
東
京
の
各
闘
争
団

が
マ
イ
ク
を
使
い
、「
何
と
し
て
も
年
内
解
決
に
向

け
闘
い
を
成
功
さ
せ
る
」
と
、
今
日
ま
で
の
現
状
や

現
在
の
状
況
を
切
実
に
訴
え
、
解
決
へ
の
意
気
込
み

が
伝
わ
っ
て
き
た
。

都
内
オ
ル
グ
・
連
続
行
動
の
疲
れ
を
参
加
者
に
感

じ
さ
せ
な
い
、
解
決
の
日
ま
で
全
力
で
運
動
を
展
開

す
る
確
信
を
得
た
一
日
と
な
っ
た
。

（
報
告
　
新
橋
支
部
教
宣
部
）

「
Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件
の

早
期
解
決
を
求
め
る
全
国

キ
ャ
ラ
バ
ン
連
鎖
・
埼
玉

県
集
会
」
が
、
埼
玉
県
労

働
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

集
会
に
先
立
ち
、
蒸
し

暑
い
気
候
の
中
、
三
組
の

要
請
団
を
作
り
埼
玉
県
・

さ
い
た
ま
市
・
川
越
市
に

要
請
行
動
を
取
り
組
ん
だ
。

県
は
産
業
労
働
部
勤
労
者
福
祉
課
長
と
県
議
会
事

務
局
員
、
さ
い
た
ま
市
は
環
境
経
済
局
長
と
経
済
部

長
並
び
に
青
木
市
議
会
議
長
、
川
越
市
は
加
藤
市
議

会
議
長
と
市
長
室
次
長
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
、
有

意
義
な
取
り
組
み
と
な
っ
た
。

引
き
続
き
、
大
宮
駅
西
口
・
川
越
駅
東
口
・
朝
霞

台
駅
・
浦
和
駅
西
口
・
北
浦
和
駅
西
口
で
宣
伝
行
動

を
取
り
組
み
集
会
に
望
ん
だ
。
宣
伝
行
動
の
中
で
一

〇
代
の
若
者
か
ら
「
Ｊ
Ｒ
は
昔
、
国
鉄
だ
っ
た
ん
で

す
か
？
」
と
聞
か
れ
、
闘
い
の
長
期
化
を
再
認
識
さ

せ
ら
れ
た
。

集
会
は
地
区
本
部
花
田
副
委
員
長
の
司
会
で
始

ま
り
、
韮
沢
委
員
長
挨
拶
の
後
、
埼
玉
県
平
和
運

動
セ
ン
タ
ー
・
中
島
事
務
局
次
長
、
国
民
の
足
を

守
る
埼
玉
県
連
絡
会
・
鎌
倉
代
表
、
社
民
党
・
日

森
衆
議
院
議
員
、
共
産
党
・
綾
部
部
長
か
ら
来
賓

挨
拶
。
続
い
て
国
労
本
部
吉
田
書
記
長
が
、
こ
の

小
宮
山
委
員
長
の
団
結
カ
ン
パ
ロ
ー
で
決
意
を
固
め

合
っ
た
。

（
報
告
　
八
王
子
地
区
本
部
教
宣
部
）

全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
神

奈
川
連
鎖
集
会
に
合
わ

せ
、
地
区
本
部
は
東
京
地

方
本
部
と
連
名
で
神
奈
川

県
知
事
に
対
し
「
Ｊ
Ｒ
不

採
用
問
題
の
早
期
解
決
」

を
求
め
る
要
請
行
動
を
行

っ
た
。
社
民
党
武
田
県
会

議
員
に
窓
口
と
な
っ
て
い

た
だ
き
、
東
京
地
本
笹
原

書
記
長
、
地
区
本
部
久
保
澤
委
員
長
、
緒
方
副
委
員

長
、
東
京
闘
争
団
（
原
田
・
平
石
）、
札
幌
闘
争
団

（
長
尾
）
と
横
浜
支
部
（
姉
崎
）
が
参
加
し
、
県
知

事
へ
の
要
請
書
を
提
出
し
た
。

県
か
ら
は
尾
高
副
知
事
が
出
席
。
九
時
三
〇
分
か

ら
一
五
分
間
と
い
う
制
限
の
中
、
闘
争
団
の
訴
え
に

予
定
を
オ
ー
バ
ー
し
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
だ
い

た
。「
県
と
し
て
も
努
力
を
惜
し
ま
な
い
」
と
応
え

て
い
た
だ
き
、
ま
た
要
請
を
終
え
席
を
立
つ
一
人
ひ

と
り
に
握
手
を
求
め
激
励
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
有

意
義
な
要
請
行
動
と
な
っ
た
。

引
き
続
き
社
民
党
県
連
合
、
関
東
運
輸
局
へ
要
請
。

甲
府
市
内
ホ
テ
ル
・
ニ
ュ
ー
芙
蓉
に
て
、
Ｊ
Ｒ
不

採
用
事
件
の
早
期
解
決
を
求
め
る
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン

山
梨
県
集
会
を
開
催
。



等
に
、
地
区
本
部
が
全
組
合
員
の
先
頭
と
な
っ
て
全

力
を
挙
げ
る
決
意
で
あ
る
。（
神
奈
川
地
区
本
部
発
）

新
執
行
体
制

執
行
委
員
長
　
　
　
久
保
澤
正
　
東
神
奈
川
電
車
区

副
委
員
長
　
　
　
　
中
沢
啓
造
　
町
田
駅

副
委
員
長
　
　
　
　
中
村
正
利
　
辻
堂
駅

書
記
長
　
　
　
　
　
姉
崎
憲
敏
　
横
浜
営
機
セ

執
行
委
員
　
　
　
　
木
村
　
訓
　
横
浜
駅

執
行
委
員
　
　
　
　
小
桜
隆
次
　
浜
川
崎
駅

執
行
委
員
　
　
　
　
米
山
鉄
郎
　
川
崎
保
技
セ

執
行
委
員
　
　
　
　
西
尾
政
春
　
石
川
町

執
行
委
員
　
　
　
　
井
草
茂
典
　
武
蔵
中
原
駅

支
部
選
出
執
行
委
員

服
部
　
清
　
登
戸
駅

支
部
選
出
執
行
委
員

鈴
木
伸
一
　
板
岸
駅

支
部
選
出
執
行
委
員

佐
藤
敏
通
　
鎌
倉
車
両
セ

支
部
選
出
執
行
委
員

倉
岡
義
正
　
熱
海
駅

会
計
監
査
　
　
　
　
見
城
重
雄
　
武
蔵
溝
の
口
駅

会
計
監
査
　
　
　
　
望
月
　
充
　
戸
塚
駅

会
計
監
査
　
　
　
　
平
田
正
男
　
浜
川
崎
駅
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冒
頭
、
採
用
差
別
事
件
の
現
状
と
今
後
の
課
題
に

つ
い
て
本
部
吉
田
書
記
長
よ
り
、「
政
治
解
決
に
不

可
欠
な
の
が
当
事
者
の
大
同
団
結
。
二
・
一
六
か
ら

四
・
四
を
経
て
、
六
・
一
六
集
会
で
全
体
が
ま
と
ま

っ
て
き
た
。
解
決

要
求
づ
く
り
に
も

全
力
を
あ
げ
て
い

る
。
五
月
か
ら
取

り
組
ま
れ
た
全
国

キ
ャ
ラ
バ
ン
も
中

央
の
情
勢
変
化
と

と
も
に
大
き
な
盛

り
上
が
り
を
作
っ

た
」
と
報
告
を
受

け
た
。

一
年
間
の
各
事

件
の
経
過
と
今
後

の
取
り
組
み
で
は
、

「
昇
進
事
件
和
解
に
よ
っ
て
合
格
率
が
上
が
り
組
織

に
活
力
が
出
た
」「
職
場
で
国
労
が
元
気
に
な
っ
て

い
る
と
他
労
組
が
注
目
し
て
い
る
」「
去
年
を
上
回

る
受
験
数
に
な
っ
て
な
い
が
今
年
の
試
験
結
果
如
何

で
、
受
験
に
ま
だ
躊
躇
し
て
い
る
組
合
員
も
変
わ
る

可
能
性
が
出
る
」「
バ
ッ
ジ
事
件
和
解
で
は
目
に
見

え
る
形
を
」「
労
使
関
係
の
正
常
化
を
は
か
る
上
か

ら
も
取
り
組
み
に
全
力
を
」
な
ど
、
昇
進
事
件
和
解

後
の
状
況
や
試
験
の
取
り
組
み
状
況
と
バ
ッ
ジ
事
件

に
つ
い
て
の
意
見
・
報
告
が
さ
れ
た
。

そ
の
後
笹
原
書
記
長
か
ら
、「
バ
ッ
ジ
事
件
は
全

分
会
長
会
議
で
、
意
志
統
一
を
さ
ら
に
深
め
た
い
。

エ
リ
ア
本
部
と
連
携
を
強
め
解
決
に
向
け
て
全
力
を

あ
げ
る
」
と
集
約
が
さ
れ
、
浜
中
副
委
員
長
の
閉
会

挨
拶
で
会
議
を
終
了
し
た
。

神
奈
川
地
区
本
部
は
横
浜
支
社
発
足
の
一
〇
年

前
、
東
京
地
方
本
部
の
下
部
機
関
と
し
て
横
浜
支
社

と
の
交
渉
権
を

委
譲
さ
れ
ス
タ

ー
ト
し
た
。

昨
年
の
地
本

大
会
「
組
織
検

討
委
員
会
答
申
」

を
受
け
、
七
月

か
ら
「
各
地
区

本
部
司
令
塔
の

一
本
化
」、
地
方

本
部
か
ら
の
指

示
・
指
令
を
地

区
本
部
が
支

部
・
分
会
に
行

う
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
れ
を
受
け
六
月
一
〇
日
、
石
川
町
・
神
奈
川
労

働
プ
ラ
ザ
に
て
、
一
〇
時
よ
り
各
地
区
協
議
会
「
解

散
大
会
」、
各
支
部
「
臨
時
大
会
」、
現
行
の
横
浜
支

社
の
地
区
セ
ン
タ
ー
組
織
に
合
わ
せ
新
た
に
発
足
す

る
「
川
崎
」「
横
浜
」「
大
船
」「
国
府
津
」
の
各
支

部
結
成
大
会
を
経
て
、
一
四
時
か
ら
神
奈
川
地
区
本

部
「
続
開
大
会
」
を
開
催
し
て
き
た
。

神
奈
川
の
地
で
、
こ
の
よ
う
な
大
き
な
再
編
成
は

初
め
て
で
あ
り
、
大
会
会
場
は
二
〇
〇
名
を
越
す
組

合
員
が
熱
い
視
線
を
向
け
見
守
っ
た
。

役
員
体
制
は
久
保
沢
委
員
長
以
下
、
一
三
名
体
制
。

「
新
た
な
地
区
本
部
体
制
」
を
契
機
に
、
当
面
す
る

採
用
差
別
事
件
の
早
期
解
決
と
、
Ｊ
Ｒ
職
場
の
「
不

公
平
感
の
な
い
職
場
作
り
」「
安
全
・
安
定
輸
送
確

立
」「
労
使
関
係
改
善
」「
組
織
拡
大
の
取
り
組
み
」

福
田
弁
護
士
か
ら
「
昇
進
差
別
事
件
の
和
解
」
と

「
配
転
・
出
向
等
四
〇
事
件
、
バ
ッ
ジ
事
件
の
包
括

的
和
解
協
議
の
経
過
と
今
後
の
取
り
組
み
」
に
つ
い

て
報
告
さ
れ
、
高
木
弁
護
士
か
ら
は
「
貨
物
二
％
差

別
事
件
の
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
」
が
報
告
さ
れ

た
。全

体
討
論
で
は
、
上
野
・
大
井
工
場
・
新
橋
・
横

浜
の
各
支
部
、
大
宮
・
八
王
子
両
地
区
本
部
か
ら

る
。
国
労
は
身
近
な
課
題
で
要
求
を
創
り
解
決
し
て

い
く
と
い
う
変
ら
な
い
運
動
を
し
て
い
る
。
鉄
道
が

好
き
で
、
展
望
を
持
ち
闘
う
、
六
〇
年
の
歴
史
あ
る

組
織
」
と
あ
い
さ
つ
。

新
入
組
合
員
の
彦
田
さ
ん
は
「
つ
ら
い
時
、
苦
し

い
時
、
声
を
か
け
大
切
に
し
て
く
れ
た
。
加
入
は
当

た
り
前
だ
っ
た
」
と
報
告
さ
れ
、
目
黒
駅
の
堀
さ
ん

は
「
品
川
駅
か
ら
東
京
車
掌
区
に
来
て
、
仕
事
は
仕

事
、
組
合
は
組

合
と
思
っ
て
い

た
。
仕
事
は
一

生
懸
命
や
っ
て

き
た
つ
も
り
だ

っ
た
が
駅
に
差

別
的
に
配
属
さ

れ
、
東
労
組
が

嫌
に
な
っ
た
。

仕
事
が
変
っ
て

も
頑
張
っ
て
い

る
し
、
皆
も
見

守
っ
て
く
れ
て

い
る
」
と
報
告

さ
れ
た
。

拡
大
を
取
り
組
ん
だ
東
京
車
掌
区
分
会
か
ら
は
、

「
彦
田
君
加
入
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
国
労
加
入
を
決

意
し
た
仲
間
も
い
る
。
仲
間
を
大
切
に
す
る
と
い
う

こ
と
で
は
、
歓
迎
会
に
呼
ん
で
い
な
い
の
に
、
青
森

や
熱
海
か
ら
集
ま
っ
て
く
れ
た
。
こ
ん
な
ふ
う
に
結

集
す
る
組
織
は
国
労
し
か
な
い
」
と
、
感
激
の
面
持

ち
で
報
告
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
決
意
と
加
入
の
経

過
・
経
緯
の
報
告
を
受
け
、
浜
中
副
委
員
長
の
乾
杯

で
交
流
を
深
め
た
。

国
労
加
入
を
決
意
し
た
新
し
い
仲
間
か
ら
、
参
加

者
全
員
が
元
気
を
も
ら
う
こ
と
が
出
来
、
最
後
に
彦

田
さ
ん
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
、「
も
う
一
人
」
の

決
意
と
共
に
歓
迎
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

六
月
二
二
日
、
新
橋
・
生
衛
会
館
に
て
、「
東
京

地
本
全
事
件
担
当
弁
護
団
・
各
地
区
本
部
・
支
部
代

表
、
法
対
部
長
会
議
」
が
開
催
さ
れ
た
。

弁
護
団
一
五
名
を
は
じ
め
地
区
本
部
・
支
部
代
表

な
ど
四
〇
名
参
加
の
も
と
、
浜
中
副
委
員
長
の
開
会

あ
い
さ
つ
で
始
ま
っ
た
。

主
催
者
挨
拶
で
阿
部
委
員
長
は
、
配
属
・
昇
進
事

件
和
解
以
降
の
職
場
状
況
報
告
を
柱
に
、
組
織
拡
大

や
不
採
用
事
件
の
取
り
組
み
な
ど
を
報
告
。
特
に
和

解
後
の
職
場
状
況
に
つ
い
て
は
、
未
整
理
の
問
題
や

今
後
の
課
題
が
あ
る
と
し
な
が
ら
、
団
交
や
経
協
な

ど
で
の
対
応
の
変
化
や
、
職
場
で
「
従
来
国
労
組
合

員
は
指
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
ポ
ス
ト
に
指
定
さ
れ

た
り
、
新
入
社
員
の
サ
ポ
ー
タ
ー
に
指
定
さ
れ
る
」

な
ど
、
会
社
の
労
務
政
策
の
変
化
が
見
え
始
め
て
い

る
、
と
報
告
し
た
。

そ
の
後
、
宮
里
弁
護
士
と
山
本
法
対
部
長
が
座
長

に
選
出
さ
れ
議
事
が
進
め
ら
れ
た
。

六
月
二
日
、
国
労
東
京
地
本
会
議
室
に
て
、
新
入

組
合
員
歓
迎
交
流
会
が
開
催
さ
れ
た
。

斉
藤
組
織
部
長
の
司
会
で
始
ま
り
、
主
催
者
を
代

表
し
地
本
・
阿
部
委
員
長
は
、「
様
々
な
不
当
労
働

行
為
事
件
も
和
解
に
向
け
た
取
組
み
が
進
ん
で
い

六
月
九
日
、
恒
例
の
海
釣
り
大
会
が
川
崎
の

船
宿
に
お
世
話
に
な
り
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
「
誰
が
雨
男
か
」
と
囁
か
れ
る
中
、

小
雨
の
な
か
を
七
時
出
船
。
一
時
間
以
上
を
か

け
、
剣
崎
沖
で
「
イ
サ
キ
」
釣
り
が
開
始
さ
れ

た
。天

候
ば
か
り
か
釣
果
に
も
見
放
さ
れ
、
午
前

中
は
四
人
に
小
さ
い
「
う
り
ん
坊
」
が
釣
れ
た

が
、
他
は
メ
バ
ル
・
ウ
マ
ヅ
ラ
ハ
ギ
・
カ
ワ
ハ

ギ
な
ど
ば
か
り
。
昼
前
後
に
な
る
と
、
台
風
の

中
に
入
っ
た
と
思
う
ほ
ど
の
ひ
ど
い
ド
シ
ャ
降

り
。
そ
の
途
端
今
度
は
サ
バ
に
出
く
わ
し
、
大

サ
バ
の
入
れ
食
い
状
態
と
な
っ
た
。

強
ま
る
風
雨
で
早
々
に
引
き
上
げ
た
が
、
何

と
か
お
土
産
に
事
欠
か
な
い
状
態
と
な
っ
た
。

悪
天
候
の
中
、
大
き
な
イ
サ
キ
を
釣
り
上
げ
た

大
井
工
場
支
部
・
佐
藤
治
さ
ん
が
優
勝
し
、
今

年
の
大
会
を
終
了
し
た
。


